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南アフリカ連邦の英連邦脱退
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はじめに

南アフリカ連邦（Unionof South Africa，以下構ア

連邦と略す。なお南ア連邦は1961年3月の英連邦税退後，

同年5月31日共和国に移行）は， アングロ・ブーア

戦争（1899～1902年〕後の1910年イギリスのケーフ。

植民地，ナタール楠民地，オランゲ系ブーア入の

トランスヴアール，オレンジ自由国の合邦による

「連邦Jの成立と同時に，ニュージーランド，カ

ナダ，オーストラリア，ニューファウンドランド，

アイルランドとともに自治領（Dominions）の一員

としてイギリスを盟主とする大英帝間（British

Empire）に加わった。さらに1926年の帝盟会議に

おいて，自治舗とイギリスとの関係の明確化を規

定したパノレフォアの定義一ー一一「イギリスと自治領

は英常悶内の自治権のある国であり、法的地位は

平等で，イギリス国主にJ忠誠を替うことで結ばれ

ているが，内政・外受の点で他に従属せず，：英連

郊の・員にi':J由に力II盟できるj どそれにもと

づく 1931年のウエストミンスターi喪主主（Statut巴 of

Westminster）によって自治権を獲得した。しかし

南ア連邦は，第2次世界大戦後，その人種差別政

策（アパルトヘ f卜〉のゆえに，間の内外から激し

い非難さとあび，ついに1961年の英連邦首脳会議で

『アジア経済』 xXill-7 (1982. 7〕

林 晃 史

英連邦からの脱退にまで追い込まれた。

本稿はこの1961年の英連邦首脳会議前後の南ア

連邦および英連邦加盟国の動きを追うことによっ

て，英連邦加盟諸国間の相互関係を考察する手掛

りとしたい。特に第2次世界大戦後の民族自決の

波に乗って，アジアにおけるイギリスの植民地が

続々と独立し，ついでその波は50年代末からアフ

リカ大陸に押し寄せ， 1957年のガーナ（！日ゴールド

・ゴースト〕の独立を皮切りに1960年以降！日英領

12カ国が次々と独立を達或し，英連邦に加盟する

という状況の中で，英連邦内のアジア・アフリカ

諸国の発言権が強まり，それらの力がかつての白

人支配国であるドミニオンに対しどのように影響

するかは重要な問題であり，いわば英連邦の性格

が大きく転換する時期と考えられる仇1）。その意

味で，南ア連邦の英連邦脱退はその後lこ続くロー

デシア問題とともに，今日の英連邦の性格を考え

る一つの出発点になるのではないかと思う。

ついで英連邦脱退前後の南ア連邦〈のち共和泊〉

と英連邦諸国との経済関係の変化をみていくこと

にしたい。なぜならば，英連邦の紐帯の一つの大

きなファクターは経済的関係にあると思われるか

らである。したがって脱退とL、う政治的選択が経

済的に，どのような影響を及ぼすかは重要な問題

となろう。ただしi菊ア連邦の経済的関係をみる場

合，関係の重要！変からみて圧倒的比重を占めるイギ

ワスとの関係を中心にして投資，貿易，それに産金

閣としてのi翁ア連邦〈のち共和国〉の金輸出の問題
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を中心にみていくことにしたい。

（注1〕 インド凶際問題研究所の英連邦史担当教授

であるM• S ・ラージャンは大英子皆同一英連邦の歴史

を以下の5期に分けてし、る。

1）第1大英帝同期； 1783iJ'.までくこ／）年ハリ協定に

よって， イギリスはアメリカの独立をぷ認， 2）第2

犬英帝国期；第 1｛，？くf世界大戦まで， 3〕怨3大英帝同期

（コモンウェノレス知J):1947年まで（この年インド・パ

キスタン独立〉， 4）第4コモンウェノレス紡： 1947～61

年（この年F釘ア連邦がコモンウェルスを鋭送）， 5〕第

5コモンウェノレス期（多人種コモンウェルス刻）： 1961 

年以降。 Rajan,M. S., The Postwar Transforma・ 

tion of the Commonwealth一一一Reflectio河S on the 
AsiaかAfricanCm的効ution，ボンベイ， As凶 Pub-

lishing House, 1963年， 67ぺ－ ') 0 

さらに， ラージャンは告書2次1世界大戦後日Yコモンウ

ヱノレ1内の新旧メンパー（元オーストラリア了！相のメ

ンジースによるとTotalCommonwealth内，つIllメンハ

-=Crown Commonwealthと新メンノ〈ー〕の関係

の変化を分析している。 Rajan,M. S.，“Relations 

between the Old and the New Members，＇’ Vl. B. 

Hamilton; K. Robinson; C. D. ¥V. Goodwin縦，

A Decade of the Commonwealth, 1955-7964 i好奴ヲ

ダーラム， DukeUniversity Press, 1966年，第7草：，

148～171ベージ。

I 1960年の英連邦首脳会議前夜

1. 鶏ア連邦内の動き

1960年 1月から英連邦首脳会議が関かれた3月

までの問，商ア連邦内では三つの大きな事件が起

こり，そのことは後に述べる60年5月および翌61

年 3月の英連邦首脳会議に重大な影響を与えた。

その事件とは，（1）南ア連邦政府の共和国移行への

意~表明，（2）マクミラン英首相の「変革の風j 演

説，（3）シャープピル事件である。特に（3）の事件は

揃ア連邦を脱退に過し、込んだ直接の原悶とし

要であり，次項でとりあげることにしたい。

1948年以降ひきつづき政権の控についた凶民党

(National Party）政権の第3代首相ブノレヴーノレト
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(W. J. Verwo邑rd）は，アングロ・ブーア戦争以来，

ブーア人がイギリス；こ対してもつ敵対感情を代表

し， F詰ア連邦に対するイギリスの政治的介入を排

除しようとして， 1960年 1月20日の議会で南ア連

邦の共和国移行への意志表明を行なったく注1)0 フ

ルヴー／レト首相は，共和国移行のための国民投票

の実施方法，期日，移行後の大統領の地位，選出

方法について述べた後，英連邦との関係について

は以下のように述べ，共和国移行後も英連邦にと

どまる意志を明らかにした。

「われわれは英連邦内の情況を考えなけれは、ならな

ヤ。英連邦自体は確実に発展ーしてむ、る。就中，新L，、

加盟国を増やしている。しかし数年後，英連邦の性格

がどう変わるか不明であるし，英i主邦のその他のカll盟

潟が，われわれの利益または不幸I］主主になるように，英

連wの性絡にどの程度影響を与えるかも不明である。
しかし，ただ‘つ常えることは，イギリスやアブリカ

のその他の国々と友好的であることは南7連邦にとっ

て利益となるであろう」恒21と。

この宣言に対して，南ア連邦内のイギリス系野

党である連合党（UnitedParty）は，当然のことな

がら，共和国移行は英連邦との関係を弱めヲ国際

社会で南ア連邦が孤立する危険があるとして強レ

反対を示した。また前但l1958年の総選挙で舟人

有権者の国民党支持率48.9%に対し，連合党は

ら0.36%を獲得しており UH), 国民党の内部にも

国民投票の実埴時期について懸念を抱くものがあ

ったが，フルヴールト首相は断固として主張をま

げなか－－， f:.こ。

同年2JLアブ 1）カ諸国を涯訪して南γ連邦を

訪れたイギリスのマクミラン首相は，同月 3日ケー

ヅダウンにある南ア連邦議会で有名な「変苦手の風J

(wind of change）演説を行なった〔比4）。同首計H土

イギリスと南ア連邦の経済関係の緊密性一一1956
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年末時点で南ア連邦における外国投資の約3分の

2はイギリス資本であり，南ア連邦の輸出の3分

のlはイギリス向け，輸入の3分のHよイギリス

からきている一一ーを述べた後，第2次世界大戦後

アジアで起こったナショナリズムの波が「今日ア

フリカで起こりつつあり，…一変革の嵐がアフリ

カ大陸を吹き荒れている。われわれの好むと好ま

ざるとにかかわらず，このナショナリズムの発展

は政治的事実であり，われわれはそれを事実とし

て受けとめなければならないjと述べ，さらに，

「英連邦は互いの国内政策にその闘の主権を認め

るのが原則であるが，同時に，今日の世界では一

国の国内政策が他国に影響を及ぼすことを認識し

なければならないJとして「さまざまな入韓が住

む地域では，すべての国民が安全と自由を享受す

る権利があるJと述べ，南ア連邦国民党政権に対

し，世界情勢の変化への対応の認識と人種主義に

もとづく政策の放棄をうながした。この演説に対

し，ブルヴールト首相は「白人住民は平等な基盤

でアフリカ人大衆と競争する多人種社会の少数派

として満足するという考え一一それは長期的には

黒人支配を意味するーーを受け入れることはでき

ないJ（注目として強く反発した。

2. シャープピJI,事件とその菌察的影響震

1948年のl玉i民党政権成立とその非白人に対する

人種差別（アパルトへイト〉政策は，それまでのア

フリカ人抵抗運動の中にあった穏健路線、を一掃

し，より武力的手段をとらせるようになった。ア

フリカ人民族会議（AfricanNational Congress，以下

ANCと略す）は行動計画を採択し，その計画は

A・1レツーリによると「ANCの政策と手段の根

本的変化であり，従来の話し合いによる問題解決

は，全国的規模の示威運動，ストライキ，不服従

によ・ってとって代えられたJW:6）と詮われた。政

南アフリカ連邦の英連邦脱退

府はそれに対し1950年 f共産主義弾圧法Jを制定

し，その法の下ですべての反政府運動を取り諦り

始めた。 AN Cはそれに抗議して52年4月全国的

規嘆の抗議集会とデモを行なったが，結果は指導

者をはじめ多くの者が逮捕された。 ANCはこの

打撃から立ち直って55年には南ア連邦内の他の被

圧迫者であるアジア人，およびカラード（混血人〉

とともに人民会議を召集し，以下の文言を含む

「自由憲章jを採択した。

「われわれ南アフリカ人民は，わが国および世界に

対してつぎのことを宣言する。南アフリカはそとに住

む全ての入に属し，いかなる政府も，それが全人民の

意志に基づかない限り，何の権限も主張できないJ

（注7）。

しかしこの自由憲章に対し政府は国家転覆をは

かる反逆罪として 150名以上の指導者を逮捕し

た。このあと連邦内ではボイコットやデそが続ャ

たが，その開59年3月ANC内の過激派が分裂し

てR・ソブクウェが「パン・アフリカ人会議j

(Pan Africanist Congress，以下 PA Cと略す〉を結

成し， 「アフリカ人のためのアフリカ人によるア

フリカ人の政府」のスローガンを掲げた。

1960年3月2113, PAC i土パス法（注引に反対し

て集会を呼びかけ数千人のアフリカ人が南ア連邦

最大の都市ヨハネスデルグ郊外のシャープピル警

察署の前に集合した。午後1時40分，多くの白人

警官が何もしないアフリカ人群衆に向って一斉に

発砲し， 67名が死亡， 186名が負傷した。向日，

ケープタウンのランガでも同様の事件が起こり，

多くのアフリカ人が苑傷した。この事件の直後，

AN  C議長のyレツーリは公然とパスを焼くという

示威を行なv～多くのアフリカ人がこれに向調し

て南ア連邦全土に騒優が起こり，政府は非常事態

宣言を発令したeこの騒将でANCとPA Cの指
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導者2000名が拘留され，続く半年聞に2万名以上

のアフリカ人が逮捕された。さらに政府は4月A

N CとPA Cを非合法化し．ノレツーリを良宅拘

禁，ソブクウェを 3年間の禁盟邦！とした。この事

件によって世界の耳目は南ア連邦にあつまり，非

難の声が高まった。

（注 1) Verwoerd, W. J.，“Reply to the Motion 
of No Con五denceof the Leader of the Opposition, 

on January 20, 1960，＇’A. N. Pertzer編， Ve門.voerd

Speaks: Speeches 1948-1966所収， ヨハネスプルグ，

APB Publishers, 1969年。

（注2) 同上書 334ベージ。

（注3) Carter, G. M., The Politics of In-

equaliりJSouth Africa since 1948，ニューヨ－ ?, 

Praeger, 1958年， 494ベージ。

（注4) Macmillan, H., Pointing the Way 1959-

61，ロンドン， Macmillan,1972年， 46～51ベージ。

演説全文は Calvocoressi,P., South Africa and 

World Opiπion, ロンドン， Oxford University 

Press, 1961年， 45～56ベージ。演説訳文は？市野起央

『アフリカ国際関係資料』有償堂 1975i!'- 39～42ベ

ーシ。

〈注5〕 Houseof Assembly Deba回， 9March, 

1960 (Hepple, A., Verwoerd, Pelican Books, 1967 

年， 152ベージより引用〉。

〈注6) Luthuli, A., Let My People Go，ロンド

ン， FontanaBooks, 1963年， 99ページ。

（注7) Karis, T.; G. M. Carter編， From

Protest to Challenge: A Documentary Ristoヴ of

African Politics in South Africa 1882-1964, Vol. 

3 Challenge and Violence 1953-1964，スタンフォー

ド， HooverInstitution Press, 1977年，却5ページ。

〈注8〕 1948年に成立した法律で， 16歳以上のアフ

リカ人は居住許可証，居住地管理者許可証，雇用主証

明書，夜間通行証の4種の証明書を常時携行すること

を義務づけられ，この他8種類の証明書を必要に応じ

て携行しなければならなかった。 1957年にはこれに違

反して検挙されたアフリカ人は96万8593人で，そのう

ち86万1269人は罰金を支払うどめ口人農場で強制労働

をさせられた。
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II 1960年英連邦首脳会議

1. 会議の経過

1959年12月，マクミラシ英首相は望60年5月に

英連邦首脳会議をロンドンで開くことを明らかに

した。当時イギリスの主要な関心は，ローデシア

・ニヤサランド連邦の解体への動きにあり，ロー

デシア・ニヤサランド連邦の代表が首脳会議に出

席するか否かであった。ナイジエリアは60年10月

iこ独立が予定されていたが，営脳会議にオブザー

ノξーとしても出席する予定はなかった。一方，カ

ナダ議会では的年1月に荷ア連邦の人種差別問題

がとりあげられ，野党であるカナダ労働会議党は

南ア連邦の英連邦からの排除を強く主張した。そ

れに対しデ、ィーフェンベーカー・カナダ首相は南

ア連邦の人種差別に反対しながらも，排除への行

動はとらないを言明した位 I)o また先に述べたよ

うに 1月20日，南ア連邦では共和問移行のための

国民投票への声明が行なわれたが，このことは英

連邦諸国内ではほとんど関心をひき起こさなかっ

た。なぜなら，インドは1949年，すでに共和国に

移行しながらも英連邦内にとどまるという先例が

あったからである。しかし3月のシャーフ。ピル事

件は多くの英連邦諸国議会で問題にされた。いま

その様子をミラーの研究位引によって示すとおよ

そ以下のようになる。

インド議会では事件直後の3月2313この問題が

とりあげられ，ネル一首相は，内権不干渉の原則

を守りながら，遺憾の意を表明し，マラヤ議会で

はアブドノレ・ラーマン首相が，政策と事件をはっ

きりと区別し，政策に対しては内政不干渉，事件

に対しては遺憾の意を表明した。オーストラリア

議会では 3月29日この事件がとりあげられ，メン

ジース首相は英連邦のもつ内政不ヂ渉の原貝ljをた
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てに南ア連邦への非難を回避した。カナダ議会で

も4月27日この事件が討議され，野党党首ピアソ

ンが南ア連邦との断交を主張したのに対し，デ、イ

ーフェンベーカ一首相は野党の意見に反対して，

英連邦首脳会議では非公式会談でのみ，この問題

をとりあげたいという態度を明らかにした。

以上の要約からも明らかなように，英連邦諸国

議会での議論は強弱の差はあっても，シャープピ

ノレ事件に対し深い遺憾の意を表明したが，同時に

英連邦の内政不干渉の原則が貫かれていた。

最後にイギリスでは4月8日，下院での野党J・

ストーンハウス議員の以下の動議が満場一致で採

択された。

「本議会は，現在南ア連邦政府によって行なわれて

いる人種差別政策を憂える。その政策の下では非白人

は絶えず正常な人権・参政権も否定されている。－

最近の非常事態宣言，多くのアフリカ人の逮捕，このよ

うな事態は南ア連邦に住む全ての人穫の安全と福祉，

さらに英連邦諸国との友好関係を脅かしている。した

がってイギリス政府は来るべき英連邦首脳会議で南ア

連邦政府に対し，この問題に対するイギリス菌兵の強

い感情を表明し，南ア連邦の平和と安全は長期的には

自由・平等.7i恵の上に確保されるとヤう強い信念を

表明する」（注3）と。

英連邦首脳会議は1960年5月313から13日まで

11日間ロンドンで開催された。マクミラン首相の

回顧録によると，会議開催前，カナダ，ニュージ

ーランド，パキスタンヲオーストラリア，インド

はこの会議で南ア連邦を非難する意志のなャこと

を明らかにしていたが，マラヤだけが潟ア連邦の

人種差別政策を議題にしようとしていた位4〕。

一方，南ア連邦のフルヴールト首相は4Jl913

ヨハネスプfレグの貿易博覧会の開会式に出席し

て祖撃され負傷し， 61週間入院したため惜U，代

南アフリカ連邦の英連邦脱退

わってE •Jレー（Eric Louw）外相が代表となった

が，ノレー外相は英連邦首脳会議が加盟国の内政問

題に介入しないことを確認すれば，非公式会談で

他の代表と話し合う用意があることを明らかにし

た。非公式会談は4日に聞かれたが，この会談で

はfレー外相とヲーマン首相が対立した。 Fレー外相

はとの会談を南ア連邦政府側の意見の一方的伝達

の場と考えていたのに対し，ラーマン首相はこの

会談を相互理解のための討議と考えていた。さら

に事態を悪化させたのは，ルー外相が非公式会談

後，新聞記者会見で会談の結果を明らかにしたこ

とであった。このことに対しラーマン首相はyレー

外相を非難し二度と話し合うつもりはないと言明

した慌心。

週明けの会議で， Iレー外相は南ア連邦が10月に

実施される国民投票によって共和国に移行した場

合も英連邦に残留したいむねの提案を行なった。

メンジース・オーストラリア首相の回顧録による

と，各国首脳は南ア連邦の人種政策への反感にも

かかわらず，南ア連邦の英連邦残留についてはあ

えて反対しながったという岨7)0 そしてマクミラ

ン英首相は，もしも国民投票前に，共和国移行後

の南アフリカの英連邦残留を認めることは国民投

票そのものに影響を与えることになり，一種の内

政介入であるという i慎重論を表明し命的，そして

最後にもしも南ア連邦が共和国に移行し，さらに

英連邦に残留したU、希望があれば，次回の英連邦

首脳会議でとれを承認するか，首脳会議開催がむ

ずかしい場合，文書で加盟国の同意をえるかのど

ちらかの措置をとることに合意が成立した。そし

て会議の終わりに，各国首脳がルー外相と南ア連

邦の人種政策について非公式会談を行ない，南ア

連邦の人種政策についてかれらの見解を伝えたこ

とをもり込んだ以下のようなコミュニケが発表さ
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れた。

「本会議は南ア連邦政府が南ア共和霞に移行するた

めに国民投票を予定しているという南ア外相の声明を

聴いた。本会議はイギリス国王を元首とする君主国と

なるか共和国となるかの選択はひとえに当事国の責任

であるという見解をとっている。南ア連邦が共和国に

なることを決議し，かつ英連邦の一員として留まりた

いという意向があれば，本会議は南ア連邦政府が英連

邦首脳会議でか，もしもそれが不可能ならば文書で他

の英連邦諸国政府の合意を求めるべきであるというこ

とを示唆する。一一英連邦首脳会議は加盟国の内政問

題を討議しないという伝統的立場を再確認している

が，各首脳はyレー南ア外相がロンドン滞在中に南ア連

邦の人種問題について，かれと非公式の会談を行なっ

た。この非公式会談の問，ルー外相はi,nア連邦の政策

について情報を与え質問に答え，その他の首脳たちは

南アフリカ問題について自分たちの見解をルー外格に

伝えた。各首脳は英連邦そのものは多人種の集まりで

あることを強調し，英連邦の全ての加盟国と国民の聞

の友好関係を深める必要のあることを表明した」（住9）。

このようなコミュニケは英連邦首脳会議として

はかなり異例なものであった。ラーマン首相，ネ

ノレー首相は直ちにもっと強い調子のコミュニケを

出すべきであったと声明したが，メンジース首相

の説得によって結局納得した但10）。

60年の英連邦首脳会議終了後，英連邦諸国間で

南アフリカ問題について文書によるやりとりがあ

った。

メンジース首相の回顧録によると，同年7月と

8月の聞にかれとフルヴールト南ア首相との間に

文書の往復があった〈注11)0

さらに同年11月16日，マクミラン嘗相はディー

フェンベーカー・カナダ首相から以下のような手

紙を受けとっている。

「5月以降南ア政府は態度を変えていないので，も
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しも1宥ア政府の人種攻策に重大な変化がない場合，カ

ナダは南ア連邦が英連邦に加盟し続けるのを支持でき

ないと貴下に伝えざるを得ない」（注12）。

このディーフェンベーカーの変心の動機につい

てはよく分からないが，ハーネッティの研究によ

ると，ヂ、イーフェンベーカーは人権に関する基本

的原則について英連邦宣言を提示しようとしてい

たとされる位問。そしてこのカナダの態度の変化

は61年の英連邦首脳会議に大きな影響を与えると

とになった。

2. 南ア連邦の共和国移行のための菌民投棄

1948年の国民党政権成立で初代首相となったマ

ラン（D.Malan）首相は直ちに共和国移行の措置を

とろうとはしなかった。しかし，翌49年英連邦首

脳会議が共和国となったインドの英連邦残留を認

めたことは，南ア連邦の共和国移行問題に大きな

刺激を与えた。従来，共和国移行却英連邦からの

脱退と考え，共和国移行に反対してきた南ア連邦

内のイギリス系白人の根拠は失われた。 1951年議

会での野党連合党の反対に対して，マラン首相は

共和国移行という国民党の方針を再確認し，同時

に移行に際しでは全白人有権者の意志を問うこと

を明r）かにした。しかし54年11月マラン首相が健

康上の理由で首相を辞任したあと後継者となった

ストレイダム（J.Strijdom）首相の政策は，南ア連

邦内のプーア人とイギリス系白人との協調にあ

り，共和国主義は一時後退した。しかし，ストレ

イダム内閣は短命に終わり58年8月フルヴーノレト

政権が成立した。

59年6月ケープタウンで開かれた国民党全国党

大会でフルヴールト首相は，共和国移行問題を取

り上げたが，この問題は前述した60年1月20日の

議会答弁によって初めて公式に表明された。こ

の答弁後に起こった3月のシャープピル事件，
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4月の首相暗殺未遂事件，国家非常事態3宣言，非

自人による抗議行動にもかかわらず，ブJレヴ－；レ

ト首相は大規模な共和国移行キャンペーンに着手

した。 8月3日にはラジオ放送で国民投票を10月

5日に実施することを声明〔注14）し， 8月29～3013

にオレンジ自由州、｜のブyレムフォンティンで開かれ

た国民党大会には 1万名以上の共和国移行支持者

が集まった。さらに9月21日には首相自らによる

手書き 4ページの有権者向けアピールが英・アフ

リカーンス両語で100万部首相官邸から発送され，

その文面の一部には以下のように記されていた。

「わが国および国民の将来を毘民投票で決める白書2

近づきつつある。……われわれは真に一つの南アフリ

カ国家を創るために万人が協力できる共和閣を創らな

ければならない。・・・・諸君がもしも共和国に賛成しな

いなら，それはイギリス系白人とブーア人を統合しな

いまま南アフリカを存続させることであるjf花15）。

10月5日に実施された国民投票では，投票率は

90.73%ときわめて高く白人有権者の共和国移行

問題に関する関心の強さを示していた。開票の結

果，共和国移行賛成派85万458票，反対派77万5878

票で，その州別内訳は以下の通りであった（注16）。

賛成票｜反対票

トランスヴアーノレチM i 40万6632 I 32万5041
ケープ州 i 27万141s I 267i9784 
オレンジ自由州II 11万0111 I 3万3438
ナタール州 1 4万2299 I 13万5598
南西アフリカ＊｜ 1万9938 I l万2017

（注〉 権第1次世界大戦後の1920年以来ドイツ領で
あったF封筒アフリカは南ア連邦の委任統治領とな
り， 1949年の「南西アフリカ関係改正法」で，南
ア連邦領土に編入され， 50年以降，在住する白人
の代表を南ア連邦議会に送っていた。

上記数値からも明らかなように，ケープチM，ナ

ターノレ州に多いイギリス系白人は共和国移行に反

対を表明しているが，トランスヴアール州，オレン

ジ自由州のブーア人は多く移行に賛成している。

南アフリカ連邦の英連邦脱退

フルヴールト首相は国民投票後の国民へのメッ

セージで，イギリス系白人の反惑を場るようなこ

とは何も言わず，和解を呼びかけ，かつお互いの

伝統を重んじることを主張した但17）。

（注 1) Harnetty, P.，“Canada, South Africa, 
and the Commonwealth 19回一61，” Journalof Com・ 

monwealth Political Studies，第E巻第 1号（1963

ffll月）， 34ページ。

（注2〕 Miller,J. D. B., Survey of Common・ 

wealth Affairs, Problems of Expa舟sion and 

11ttrition 1953・1969，ロンドン， OxfordUniversity 

Pr白鳥 1974年， 143～145ベージ。

（注3) 同上書 146ベージ。

（化4〕 Macmillan，前掲書， 170ベージ。

〔注5) Hepple，前掲書， 154ページ。

（注6) Miller, J. D. B.，“South Africa’s De-
parture，” Journal of Commonwealth Political 

Studies，第 I巻第 l号 (1961年11月）， 57ベージ。

（注7) Menzies, R. G., Afternoon Light: Some 

A1emori出 ofAlen and Events，ロ〆ドン， 1967年，

196ベージ。

（注8) Macmillan，前掲書， 173ベージ。

（注9) Mansergh, N., Documents and Sρ出品目

。nCommonτvealth Affairs 1952‘1962，ロンドン，

Oxford University Press, 1963:¥-, 362ベージ。

〈注10) Macmillan，前掲秀， 175～176ベージ。

（注11) Menzies，前掲書， 199ベージ。

（注12) Macmillan，前掲書， 293ベージ。

（注13) Hametty，前掲論文， 38ページ。

（注14) V erwoerd, W. J.，“Broadc飴 tS戸echon 
August 3, 1960: Announcing the Referendum，＇’ 

Pertzer前掲書所収， 407～409ベージ。

（注15) Hepple，前掲書， 177ベージ。

（注16) Pertzer，前掲書， 410べ一九

〈注17) Verwoεrd, W.J., "M出 sageto the People 

after the Referendum on October 7, 1鋭治，” Pertzer

前掲書所収， 410～414ベージ。

m 1961年英連邦首脳会議

I. 蒋ア連邦の英連邦脱退

フルヴールト南ア首相は1961年3月3日，英連

邦首脳会議に出席するためロンドンに向けて出発
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する前に，ロンドンではおそらく南ア連邦の人種

主義に対する反対のデモに会うだろうというジ

ャーナリズムの予測に対して以下のように述べ

た。

「そのようなデモはいつでも起こっている。あなた

方も私もそのことを気にかける必要はない。ロンドン

のような100万都市では，無知な人々 ，狂信的な人々 ，政

治的イデオロギーのアジテーター，しばしば他留から

亡命してきている左翼などのク勺レーフoが集まりやす

いのこれらの人々はイギリス人の心情を代表していな

い。もしもこれによ勺て判断したら友好国を誤解する

ことになるだろうが注 I）と。

ジャーナリズムの予測どおりロンドンでは病ア

連邦の人種主義を非難し，英連邦からの脱退を求

めるヂモがあった。いつも英連邦首脳会議が開か

れる直前にはジャーナリズムによってさまざまな

議論が戦わされたが， 1961年の事態はかつてない

ほE緊迫した日2＼なぜなら，イギリスのアフリカ

植民地が独立または独立直前の状態にあり，今後

のイギリスの対アフリカ政策にとっても61年会議

はきわめて重要な意味をもったからである。 『タ

イムズ』紙上では南ア連邦の英連邦残留反対派と

賛成派が，それぞれ意見をたたかわせた。前者に

属する人々には前労働党植民地相ゲイツケルラエ

グゼターおよびマンチェスターの司教，アfアー

教授等がおり，マンサー教授，マニング教授，カ

ークウッド教授，ハンコック卿等も声明を出した。

一方，賛成派にはオーキンレッグ陸軍元帥，フレ

デリック・レイトロス卿，プラン阿部等がいた。

概して若年層（50歳以下）は反対派であった惟3）。

また， 『タイムズ』紙自身も南ア連邦の英連邦残

留は「許し難い」と主躍し， fオブザーパー』紙，

『エコノミスト』誌の論調はさらに厳しかった
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〈注4）。議論はほとんど政治的なもので，イギリス

と荷ア連邦との経済関係に言及したものは少なか

った（注5)0 しかし次項でみるように両国の経済関

係はきわめて重要なものであった。

以上の背景に立って，マクミラン首相は南ア連

邦の英連邦残務を考えていた。そして，イギリス

閣内の反人種主義の高まりにもかかわらず，両国

の密接な経済関係を常に考慮していた〔注6＼フル

ヴールト南ア首相が会議後明らかにしたところに

よると，かれはイギリスが会議の戦術としてアジ

ア・アフリカ諸国の代表に加担して南ア連邦のア

パルトヘイトを非難すると事前に連絡を受けてい

たという。しかしイギリスの本心はイギリスはア

ジア・アフリカ諸国の考えに閉じなのだからこれ

ら諸問の意見を，イギリスのやり方にしたがわせ，

イギリスの本来の目的である南ア連邦の英連邦残

留にもち込もうとすることにあったという位打。

つまり，南アフリカ問題を共和国移行・英連邦残

留問題とアパノレトヘイト問題の二つに分けて，前

者・1土純然たる国内問題としてあっかし＼まずこの

問題を処理したのち，後者を討議することによっ

て問題を処理しようと γ クミラン首相は考えてL、

fニ(i'tS¥

しかし， 3月8釘に会議が始まると，マクミラン

首相の；意図は失敗し，他の首脳たちはニつの問題

を同時に取り上げることを主張した。その主張の

基底にはアパルトヘイトは英連邦の涼則iこ反する

とし、うことがあった。特に，タンガニーカ（現タン

ザニア）のニエレレ首相（ChiefMinister）は12口付

のrオブザ、ーパー』紙に，もしも南ア連邦が英連邦
に残留するならば，タンガニーカは英連邦を税退

するという意見を発表しく注射，それが新たに独立

したアフリカ諸国の首脳たち（特にガーナのエンク

ルマ大統領〉に大きな影響を与えた。ディーブェ



1982070077.TIF

ンベーカー・カナダ首相も南ア連邦がそのまま自

動的に英連邦にとどまることはあり得ないと主張

し，人種による差別のないことが英連邦の基本原

則であると主張した世10）。

討議は3月13～15日の3日間にわたって行なわ

れた。議事録がないので討議の詳細は不明であ

るが，さまざまなニュース源から討議の内容を再

構成したミラーによると，ほぼ以下のようであっ

た位11)。

会議を通じて南ア連邦を英連邦から追い出すと

はっきり主張した国は無かったが，南ア連邦にと

っては受け入れがたい英連邦加盟資格が示唆さ

れ，また，ある加盟国はもしも南ア連邦が残留す

るならば，自分は脱退すると表明した。さらに会

議のある段階では一部の首脳たちが南ア連邦の残

留を認めるという共同コミュニケを出すところま

でいった。すなわち，

「各首脳たちは，イギリス国王を元首とする君主国

から共和国形態への移行は当該国の純粋に国内問題で

あるという昨年の決定を想い起こし，インド，パキス

タン，ガーナが共和信lj憲法を採択した時も英連邦加盟

国として留っていることを湾慮し，これらの先例にし

たがって，南ア連邦の憲法上の変化は南ア連邦が英連

邦加盟国としてとどまることのさまたげにはならな

U、」（注12）。

しかし，その後，首脳たちの考えはフルヴーノレ

ト南ア首相の人種主義堅持に対して批判的とな

り，南ア連邦の英連邦残留反対の方向に傾いてい

った。このような状況下で，フルヴー1レト首相は

追い出される前に自ら英連邦を脱退するという道

を選んだ。すなわち，もしもそうしなければ，寵

ア連邦にとってもイギリスにとっても事態は悪化

すると考え，それを解決する唯一つの道として自

ら脱退の道を選んだ償問。

南アフ Fカ連邦の英連邦脱退

会議最終日の3月15日には以下のようなコミュ

ニケが発表された。

「今週の会議で，英連邦諸国首脳たちは南ア連邦に

関する問題を討議してきた。 3月13S，南ア連邦首相

は以下のことを会議に通告してきた。すなわち，1960年

10月の国民投票のあと，南ア連邦は共和国憲法を導入

するための適切な制憲上の措置がとられたとと，南ア

連邦が共和国として英連邦内に留まることが南ア連邦

政府の希望マあるというということのご点であった。

この通告に対して，会議は再び南ア連邦首相の同意

を得て，南ア連邦政府に上る人種政策を審議した。そ

の結果，南7速邦首相；土今夕以下のことを他の首脳た

ちに通告してきた。すなわち，他の加盟国政府によっ

て表明された見解，および南ア連邦政府の人種政策に

対してかれらが将来どう考えているかに沼ちして，南

ア連邦首相は南ア連邦が共和国として引き続き英連邦

の加盟国として留まりたいとu、う申誇をひき下げるこ

とを決意したJ（注14）と。

このように南ア連邦は自らの意志で英連邦を脱

退したが，この南ア連邦脱退に対して，帰国した

各国首脳たちは，それぞれの議会でそれぞれの立

場を明らかにしている活15)0 これらを総合する

と，もしも南ア連邦が人種政策lこ対して譲歩の姿

勢を示せば，多くの首脳たちは南ア連邦の英連邦

残留を認めたかもしれない。南ア連邦の脱退をめ

ぐって各首脳たちは以下の三グループに分かれた

と思われる。第1は人種政策を厳しく批判したイ

ンf'，ナイジエリア，ガーナ，セイロン，マラヤ，

第2はこの決着の仕方にほぼ満足したグループと

してカナダ，ニュージーランド，第3はこの決着

に不満なグループとしてイギリスとオーストラリ

アである。特にメンジース・オーストラリア首相

は一貫して英連邦内の内政不干渉の原則を守るべ

きだと主張した惜16）。

またイギリスは英連邦脱退後の南ア連邦に何ら
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制裁も加えなかった。すなわち両国の関係は従来

どおり続き，経済関係は次項でみるように続けら

れ，南ア連邦（共和国〉は依然スターすング地域に

とどまった。また軍事関係ではサイモンズタウシ

協定（後出〉は継続された。

そして南ア連邦に帰国したフルヴーノレト首相は

国民によって熱狂的支持をもって迎えられ，空港

で以下のように語っている。

「われわれは敗者として戻ってきたのではない。

．…多くの国民は武力闘争によって完全な自由を勝ち

とらねばならなかった。しかし，われわれは今，思い

もよらなかった幸連を把んだ。われわれは共和国とい

う理想、の樹立のために戦い，そのために英連邦に留ま

ることを犠牲にする用意ーがある」位17）との

このような経緯によって，南ア連邦は1961年δ

月31日共和国に移行し，同日正式に英連邦から脱

退した。

2. イギリスとの経済関係

最後に，ここでは第lに60年， 61年の英連邦首

脳会議を通じてイギリスが終始南ア連邦に加担し

た理由を，両国の経済関係の結びつきを通して明

らかにし，第2に南ア連邦の英連邦脱退後，その

関係が具体的に変化したのかどうかを明らかにし

ていきたいと思う。

イギりスが英連邦首脳会議において南ア連邦に

加担した理由として，第1に南ア連邦内のイギリ

ス系白人の英連邦残留という強い希望があったこ

と，それをマクミラン英首・相が十分意識していた

ことがあげられる。マクミランはその回顧録の中

で以下のように述べている。

「私は特に南ア連邦内の多くのイギリスに忠誠を誓

う人々のことを考え，悲劇的決裂が起こらないように

事態を収拾しなければならないという強U、資任を感じ

ていた」（注18）。

それと同時に長年のドミニオンとしての南ア連

邦との関係，特に反共主義をかかげる白人支配属

に対するイギリス保守党政府の同情があったと思

われる。さらに両国の聞には1920年代初めケープ

タウンのサイモンズタウン港をイギリスの軍港と

して使用する「サイモンズタウン協定jが締結さ

れていたが， 1956年の第2次中東戦争によるスヱ

ズ運河閉鎖によってケーフ。海上ルートの重要性が

一段と高まり，この協定の意義は増大した。

以上の政治・軍事的関係にもまして重要なのは
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実~3 表イギリスの南アブリカ投資（1956～64年〕

〈単位： 1明万ポンド）

年 ！峨投資！ずート 合計
｜ ォリ寸

1956 
1957 
1958 
1959 
1960 

1961 
1962 
1963 
1964 

556.l '.109.5 8日5.6

633.6 
642.5 

659.5 
670.5 
686.。

269.4 
257.5 

249.5 
257.5 
266.。

引）3.0
899.5 

902.5 
909.0 
928.り
952.。

（出所） 第2差是に同じ。
（注） - n. a. 

経済関係である。なぜなら南ア連邦側から見る場

合，｛也の英連邦諸国との関係に比ベイギリスとの

関係は決定的に煎要だったからである。つぎに，

両国の経済関係を貿易，投資，金輪/:flの丸山、；こわ

けでみていくことにしよう。

第 l表は1956～64年の両国の貿易依存！立を示し

た表である。問表から明らかなように，イギリス

の南ア連邦への輸出は，河期間金輸出の 4～6

%, I将ア連邦か九の輸入（金を除く〕；土問じく 2～

:1%を占めていたのに対し，南ア連邦のイギリス

1hアツリカ主li対；の英j>J!歩1,mi；長

への輸出〈金を除く〕は27～30%，イギリスからの

輸入は28～34%を占めており， i有ア連邦にとって

のイギリスの重要性は明らかである。特に帝国特

；主によって南ア産農産物輸出は重姿であった。貿

易品自の内訳をみると，イギリスからは製造工業

品（武器を含む〕が輸出されてU、たのに対し，イギ

リスの南ア連邦からの輸入はほとんど農産物・鉱

産物の一次産品であった。また両国の61年以降の

貿易依存度は漸増していることも明らかであろ

フ。

つぎに第2表は1956～64年の南ア連邦における

外国債務の地域別・国別内訳の比率である。同

友からイギリスの比重がこの時期ほぽ59～62%

と変化なく高いことが分かる。第3表はその実額

（直接投資およびポートフォリオ）である。 60年に若

干減少しているのはシャープどノレ；事件による国家

騒慢によって一時的に資本が本国に引き上げられ

たためである仇l＇.め。しかし， 61年には早くも回復

し， 62年以降JI渓調iこ伸び続けている。

第3にi菊ア連邦の金輸出の重要性である。第2

次t伎界大戦後のドソレ・ギャップを埋めるためのイ

ザリスの金保有熱は60年代初めにはほぼ終わって

いたが，イギリス財務省は依然として金保有を望

んでいた。この意味で南ア産金は依黙とし

であったといえる。すなわち， i翁ア産金i土自由主

義世界の金進出量の54%(1955年）， 63% (1960年），

72% (19641引を占めていた。

金はイングラン F'銀行を通してロンドン金市場

；こ売られていたが， 1958年末， 「パトラー・／レー

協定Jの期限が切れたあと，オレレジ自由子十！の新

金鉱山（第2次!l!:界大戦後新たに繍発された〉産出の

金の一部｛土，ロンドン市場以外，スイスのチュー

リッヒ市場iこ流れはじめた（円割｝〉。特に60年に 11)意

85007:fラントの金がチューリッヒi市場に流れたこ
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第4表 i有アフリカの金市場（1956～64年）

（単位： 100万ラント）
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〔出所〕 IMF, Balance of Payments Yearboo.上・ Board of Trade, Annual Statement of the Trade of the 
United Kingdom; South African Reserve Bank，“A Statistical Presentation of Africa’s Balance of Pay-
ments for the Period 1946 to 1970，＇’ Quarterly Bulletin，孔far.1971, Supplem巴nt.

（注） ＊推定。

とは， 60年と61年の英連邦首脳会議開催と重ね合

わせると，南ア連邦が金輸出を交渉の武器として

使用した可能性がある。現にrレー・南ア外相は

1960年 8月16日に「もしも南ア連邦がスイスやア

メリカ市場に金を売れば，イギリスとイングラン

ド銀行にとっては大打撃となるだろう j沼 21) と公

表した。しかし，間表からも明らかなようにその

後，南ア連邦は再びイングランド銀行を通して金

を売却しており，イギリスへの金輸出を過した関

係は変わっていない。

en: 1〕 Verwoerd,¥V. J.，“Partin日 Messageo孔
March 3, 1961 before leaving for London，” 

Pertzer rlfi紛れ所lll1,447へーシ。

(ti: 2) Miller, tllH結論文， 58ベーン。

（比3〕 lriJL，，命党 59へ

(/1二4) 1,;J Lo 

〔ns〕 イーlりス』ごJ；けるr-1t1，.ノリ’； ＇＂ビ. Jγ 

L、亡，t Legum, Colin; I'vfargarct Legum, South 

.1f rim: Crisis .fi1r the W c.、t，ロンドン， I泡11.Mall 
Press, 1964年， ti~ 4 ¥, 246～251ベーユ／を参!Vi。

Ot 6) Miller，がHi論文， 60ベー γ。
(ll: 7) Verwoenl, W. J.，“Speech during the 

Consideration of the Bud認et［ぽyAppropriation of 

the Prime Minister, April 10, 1961，＇’ Pertzer 1lii j翁ぷ

所収， 558ベー／。
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U:, Nyerere, J.，“Commonwealth Choice, South 

Africa or Us，＇’ Freedom and Unity 所~｝， 日ント

ン， OxfordUniversity Press, 1967ヰ， 108～11:lベ
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（注10) Harnetty，自tr鈎論文，：38ベーシ。

(rJll) Miller，市jJ詰論文， 61～68ベーン。

（必12) この共同コミュニケは，“PhantomCom-

munique”として公夫されなかっf：が， ColinLegum 

によると，公表寸前：までいったという。全文 i:J:,

Miller，前掲論文， Appendix,I, 71～72へージ参照。

（必13) Verwoerd, W. J.，“Speecht'S in the 

House of A出 embly ,vith Reference to South 

Africa's ¥Vithdrawal from the Commonwealth on 

March 23, 1961," Pertzer tl1it奇書7買収， 538へ h ／。

(i七14〕 :¥fansergh, ilii封切－8,:l65ヘー／。
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／，，，；にふ ：＿， j iる。 l¥fansergh, tifi掲，It, 365～400 

／（とだし i行アソ 1)－／；をi徐く）。

－／；ノタ．ト：xtnuオ from:, specγh l,y the I’rimじ
:¥1inister, th自 Rt.Hon. J. G.υiefenbalほrin 

the House of Commons, 17 March, 1961. 

fがりス： Extractfrom a speech by the Prime 

Minister, the Rt. Hon. H. Macmillan in the 

Tlouse of Commons, 22 March 1961. 

Iiiア－； ) 4J : （注13）参Ji.:l。

イ＇／ I、： Extract from a speech by the Prime 
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Minister, S. Jawaharlal Nehru, in the Lok 

Sabha, 24 March, 1961. 

オーストラりア： Extractfrom a speech of the 

Prime Minister, the Rt. Hon. R. G. Menzi田

in the House of Representatives, 11 April, 

1961. 

ガーナ； Extractfrom a speech by Osagyefo, the 

President, Dr. Kwame Nkrumah, in the 

National Assembly, 18 April, 1961. 

（注16) Miller，前掲論文， 68ベージ。

（注17〕 Verwoerd,W. J.，“Speech on Arrival 

from London, Jan Smuts Airport, Johannesburg, 

20 March, 1961，＇’ Pertzer 前｝｛／；JJ所以， 513～516ベ

- :/o 

（注18) Macmillan，前偽者， 300ヘジ。

（注目〉 Spence, J. E., Republic under Pressure: 

A Study of South African Foreign Policy，ロン

ドン， OxfordUniversity Press, 1965年， 47ベージ。

（注20〕 Berridge, G目， Economic Power in 

Anglo・SouthAfrican Dかlomacy:Simonstown, 

Shaψeville and After，ロンドン，MacmillanPress, 

1981年， 140ベージ。

（注21〕 向上さ 141ベージ。

おわりに

以上， 1961年英連邦首脳会議における南ア連邦

の脱退前後の南ア連邦内の動き，首脳会議での加

盟各国の立場，南ア連邦とイギリスとの経済関係

の三つの側面から南ア連邦の英連邦脱退問題を考

察してきた。この考察を通して明らかなように，

英連邦加盟国の政体，特に共和国であるか否かは

加盟にとっての条件ではない。現にインド（1950

年），セイロン（1956年），ガーナ（1960年）はそれぞ

れ共和国に移行しながらも英連邦に留まってい

る。

それ以上に重要なことは，南ア連邦のアパルト

ヘイト政策という国内政策と英連邦のもつ内政不

干渉という原則との対立である。この点，白人支

南アフリカ連邦の英連邦脱退

配国であるドミニオンを中核とする大英帝国一英

連邦期には，白人の利害が優先しておりほとんど

問題にならなかった。しかし，第2次世界大戦後，

アジア，アフリカの有色人種国が英連邦に加盟

し，かれらの利害を代表するようになると，内政

不干渉の原則にもまして抑圧された有色人種の解

放が優先し，人道的立場に立つかれらの主張は一

部の白人ドミニオンをも巻き込み，英連邦首脳会

議をリードしていくようになった。この意味で，

1961年のi菊ア連邦の脱退はその最初のケースと考

えられる。そして196併手以降，有色人種閣の英連

邦加盟が増えるにつれて， M•S ・ラージャンのい

うように英連邦は f多人種コモンウェルス期Jと

して大きく変貌していくことになったのである。

(7 ／ア経済研究所調査研究部主任調査研究員〉
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